
















































































































































































































































総額（61.0） 227,287（100） 総額（30.0） 111,892（100） 総額（9.0） 33,129（100）
米 142,799（62.8）酒類 18,605（16.6）魚介類 6,984（21.1）
麦 25,703（11.0）織物類 17,159（15.3）薪類 6,042（18.2）
芋・蔬菜類 11,658（ 5.1）醤油 6,338（ 5.7）皮葉類 3,092（ 9.3）
雑穀類 8,703（ 3.8）生糸類 6,165（ 5.5）牛類 2,778（ 8.4）
棉類 7,435（ 3.3）味噌 6,137（ 5.5）馬類 2,689（ 8.1）
大豆 7,405（ 3.3）油類 5,443（ 4.9）炭類 2,273（ 6.9）
菜種 6,037（ 2.7）紙類 5,168（ 4.6）金銀銅鉄類 2,243（ 6.8）
繭 4,917（ 2.2）製茶 3,951（ 3.5）禽獣類 1,634（ 4.9）
藍 3,422（ 1.5）諸機械類 3,061（ 2.7）玉石鉱土類 1,566（ 4.7）





総額（63） 9,610,611（100.0）総額（32） 4,895,776（100） 総額（5） 742,451（100）
米 5,300,914（55.1） 醸造物類 2,307,216（47.1）魚類 438,981（59.1）
綿類 1,210,065（12.5） 縫織物類 832,162（17.0）木材類 124,719（16.8）
麦 1,070,532（11.1） 油類 224,944（ 4.6）馬類 60,859（ 8.2）
雑穀類 600,212（ 6.2） 食物類 218,503（ 4.5）禽獣類 29,520（ 4.0）
園蔬類 553,282（ 5.7） 木綿糸類 150,500（ 3.1）牛類 24,624（ 3.3）
種子類 433,772（ 4.5） 肥料類 139,749（ 2.9）皮葉類 21,590（ 2.9）
小麦 187,163（ 1.9） 雑貨玩具類 118,437（ 2.4）玉石壙土類 16,441（ 2.2）
染料類 130,052（ 1.3） 桶樽類 112,388（ 2.3）甲貝類 12,102（ 1.6）
穀質澱粉類 61,497（ 0.6） 諸機械類 112,063（ 2.3）竹類 6,662（ 0.9）
果実類 19,351（ 0.2） 陶器類 111,522（ 2.3）植物類 3,259（ 0.4）
単位：円
出所：「明治７年府県物産表」『明治前期産業発達史資料（第１巻）』明治文献資料刊行会，1959年より作成。
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（２）地域政策学部時代
　2011年に地域政策学部がスタートした。主要担当
科目は，日本経済史，地域産業史，ゼミナールの他
に，新たに企業発展論（内容は戦後日本経営史）が
追加となった。経済学部時代のゼミナールと地域産
業史の経験と授業内容は，地域政策学部でもそのま
ま踏襲することができた。地域産業史については，
その後，前掲『愛知県史』の資料編，通史編６近代
１（2017年）が利用できるようになり，中西聡『地
方からの産業革命』（名古屋大学出版会，2010年），
北見昌朗『愛知千年企業（明治時代編）』（中日新聞
社，2013年），宮地英敏『近代日本の陶磁器産業』（名
古屋大学出版会，2008年）なども刊行されて，これ
らの研究業績も取り入れることができるようになっ
ている。
　一方，地域政策学部でのゼミナールについても，
経済学部時代のスタイルを踏襲することができた。
その後，２年次のゼミもスタートしたこともあっ
て，同学年の学外の正課授業や外部講師の招請も多
くなった。とはいえ今回は，３，４年次の調査合宿
にしぼって思い出せる範囲で表にまとめ，それにつ
いて若干コメントして終わりにしたい。ゼミナール
活動については，大きく３つの変化があった。一つ
郡別にみると第１図のようになる。最も生産額が大
きいのは知多郡で約1,117,000円（総生産額4,041,000
円に占める割合27.7％），内訳は清酒58％，木綿
28％，味噌・味噌溜７％，酢４％などであった。こ
れに次ぐ名古屋の生産額は765,000円（同18.9％），
内訳は木綿32％，味噌・味噌溜22％，酒類17％，扇
９％，七宝焼５％などであった。第３位の春日井郡
は約369,000円（同9.1％），内訳は陶磁器68％，酒類
19％などである。これに対して，東三河地域の総生
産額に占める割合を郡別にみると，宝飯郡2.71％，
渥美郡1.54％，南設楽郡0.70％，北設楽郡0.65％，
八名郡0.48％で，合計しても6.08％で１割にも満た
ない状況であった。ちなみに，渥美郡の生産額は約
62,000円，内訳は清酒44％，味噌・味噌溜24％，木
綿８％，桶類８％，生糸７％などであった。
　このように，愛知県は明治の初期においてすでに
米，綿，大豆，藍の農産物の生産量や鰯漁獲量を背
景として，尾張地域を中心に酒，味醂，味噌，醤油
といった醸造物類や綿織物などについては，日本有
数の生産県であったと思われる。こうして蓄積され
た富や技術はその後に中京地域が日本最大の工業地
帯に発展していく要素の一つとなったと考えてい
る。
第１図：地区・郡別工業生産額
単位：円
出所：『愛知県史』（資料編29近代６工業１）１〜27頁。
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いることが多く，それぞれの地域の特徴を反映して
いることが多いからである。また，学生たちと地域
の博物館を見学したり，その土地のお菓子を食べた
り，食事をすることも地域理解にとって重要なこと
だと思うようになったからである。
　なお，愛知大学に赴任直後から，中部地方産業研
究所の所員として同研究所のプロジェクト研究，産
業見学会，中産研セミナー，地域・産業・大学研究
助成，生活産業館の整備，『年報・中部の経済と社
会』や５年に１回刊行される『東三河の経済と社
は2015年までは報告書の作成を継続したが，種々の
事情により2016年度以降は作成できなくなったこ
と。２つ目は，2016年から調査地をそれまでの三遠
南信地域を超えて，会津，新潟，四国，福井，長
崎，北海道，沖縄，伊豆などへ広げたことである。
これはゼミの研究を地産地消や６次産業化の取組み
などへ広げたこととも関連している。３つ目は，合
宿ではなるべく観光的な活動も取り入れるように
なったことである（第４表）。観光客が集まる場所
には，その地域の特産品や６次化商品が並べられて
第４表：地域政策学部時代の夏春合宿の工場見学先（３年・４年）
年度 テーマ 訪問先
2013 三河地域の伝統産業・伝統工芸
嵩山工房（豊橋筆），古久根（鋳物，碧南），常滑窯業技術センター
三河窯業試験場，丸栄陶業（三洲瓦，碧南），磯部ろうそく店（岡
崎），愛知屋仏壇本舗（岡崎），岡崎石工団地協同組合
2014
３年　東三河・遠州地域の
施設農業
石井農場（スプレー菊，田原），イシグロ農材総合試験農場（田原），
田原めっくんハウス（道の駅），トヨハシ種苗，三ケ日農協協同組合
（みかん，洋蘭），マルワ農園（ぶどう，浜松），ガーベラパッキング
センター（浜松）
４年　東三河地域の先端技術
企業
宮川工機（豊橋），竹本油脂（蒲郡），本多プラス（新城），オーエス
ジー（豊川），本多電子（豊橋），樹研工業（豊橋）等
2015
３年　再生可能エネルギーと
地域の再生
飯田市役所市民協働環境部環境モデル都市推進課，おひさま進歩エ
ネルギー，飯田信用金庫等
４年　三河・遠州地域の施設
農業
リーフ（胡蝶蘭，豊橋），サンテパルク（道の駅，田原），サイエン
スクリエイト，大仙（温室建設，豊橋），JA 西三河，西尾茶協同組
合，あいや（西尾）等
2016
３年　西遠・東三河の再生可
能エネルギーの取組み
浜松市役所，浜松市ゴミ処理場，電気堂，田原市役所，蔵王山展望
台，磐田市の風力発電事業，湖西市役所，奥浜名湖等
４年　再生可能エネルギーと
地域の再生（続）
会津電力（喜多方），喜多方市役所，大和川酒造（喜多方），豊根村
森林組合，同木質チップ工場等
2017
３年　新潟県の６次産業化・
神奈川県の６次産業化
柏崎原子力発電所，加勢牧場（ガンジー牛のジェラート，ケーキ），
中村農園（茶豆，豆腐），魚沼の里（八海山酒造）・ラーメン博物館
（横浜），竹房丸宮川聡（たこのアヒージョ，横須賀）等
４年　西遠・三河の再生可能
エネルギーの取組み
新城市役所，豊川市役所，岡崎市役所，西尾市役所クリーンセン
ター，おひさま自然エネルギー西尾市民ソーラー発電所（西尾），湯
谷温泉等
2018
３年　福井県の６次産業化・
長崎県の６次産業化
長崎県庁農産加工流通課，土井農場（諫美豚），諫早直売処（高来そ
ば），原爆資料館，グラバー邸等・福井県庁農政課，石井農場（里芋
アイス），美浜町漁業協同組合（へしこ），永平寺，めがね博物館等
４年　淡路島・小豆島の６次
産業化
長坂養鶏場（養鶏，卵プリン，淡路島），うずしお（道の駅），井上
誠耕園（オリーブ，小豆島），小豆島オリーブ公園，讃岐うどん店等
2019
３年　北海道の６次産業化・
沖縄の６次産業化
帯広市役所（フードバレー十勝），加藤牧場（ジャージー牛），大野
ファーム（肉牛），JA めむろファーマーズマーケット，帯広屋台村，
美瑛町等・内閣府沖縄総合事務所（６次産業化担当）
４年　伊豆の６次産業化
パイナップルパーク，沖縄博物館，美ら海水族館等
堤農園（わさび），韮山反射炉，農家カフェ＆レストラン風の詩，グ
ランバルコート（道の駅），天城越え（道の駅），伊東マリンタウン
（道の駅）等
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おわりに
　以上，雑駁ではあるが地域産業についての教育・
研究と私について記述してみたが，考えてみるとい
くつもの幸運に恵まれていたのではないかと思う。
新学部が地域政策学部であったこと，中部地方産業
研究所や総合郷土研究所などにみられるように愛知
大学での地域研究がさかんであったことはもちろん
である。しかし，何よりも恵まれていたと思うのは，
地域産業についての教育・教育に際して，地域の
人々や企業が非常に協力的で，時間を惜しまずに学
生たちに対応してくださったことである。このこと
には本当に感謝しなければならないと思っている。
また，ゼミナールに関しては学生たちがアポイント
をとり，現場をとりしきり，テープを起こすなど大
変な作業をこなしてくれたおかげもある。そうした
学生諸君にも感謝したい。
　私の大学生活も残り少なくなりつつある。地域産
業史をテキストとしてまとめることも考えていた
が，もはやそれも叶わなくなった。残された期間も
ゼミナールでの調査活動を継続し，地域産業史の内
容もバージョンアップもしていきたいと思う。ただ
し，2019年度末以降，新型コロナ感染拡大のために
調査合宿をはじめとしてほとんどの活動がストップ
している。また再開できる日が来ることを願うばか
りである。
会』の刊行に参加してきた。同研究所でのこれらの
研究活動は，ゼミナールや地域産業史だけでなく，
地域政策学部で新たに始まった企業発展論等の教育
活動に大いに役立った。とくに記憶に残るのは2006
年頃から中産研のプロジェクト研究（一部，愛知大
学研究助成）で合計７年間にわたって行った中部地
域企業の海外進出についての調査で，中国（北京，
天津，広州，上海，瀋陽等），ベトナム，タイ，イ
ンドネシア，インド，台湾等の日系企業を訪問し，
そこで働く人たちにインタビューしたこと，同じく
陶磁器産地をテーマに日本各地の産地を回り，産地
の衰退とその再生について関係者の意見を聞けたこ
と，地域・産業・大学の助成を利用して浜松地域の
伝統的産業である別珍・コール天産業の調査を行
い，その後も関係を持たせていただいて生産活動の
様子をビデオ映像に残したこと，生活産業館に保存
されていたガラ紡の動態展示にかかわったこと，中
産研セミナーをきっかけとして豊橋の特産品である
帆前掛けを利用して大学名入りのトートバックを作
成して販売したことなど数え切れない。
　中産研の活動とは別に大阪経済大学の中小企業・
経営研究所の「グローバル化と地域」（代表：伊藤
裕人氏）をテーマとしたプロジェクト研究の一員に
加えていただき，10年近くにわたって，北は北海道
から南は九州まで調査活動を行ったことも貴重な経
験となっている。とくに石炭生産が終了して，今は
寂れてしまった全国ほぼすべての旧産炭地の調査と
その廃坑跡，石炭博物館等の見学は印象に残ってい
る。今は廃屋となった炭鉱者用の住宅団地やその周
辺を回って，地域が廃れていくというのはこうゆう
ことなんだなと実感した。話は変わるが，日本で唯
一，坑内掘石炭生産を行なっている釧路コールマイ
ン（株）を訪問した時は，炭鉱の作業着に着替えて
ヘルメットをかぶり，トロッコで坑内深く降りた。
それから地下300メートルの坑内を１時間ほど歩い
て切羽での機械堀を見学させていただいた。見学
後，炭鉱労働者用のプールのような浴場を利用させ
ていただいたことも忘れられない体験となってい
る。とはいえ，何と言っても旧産炭地で地域再生に
向けて活動している人たちとの出会いは私の心の財
産の一つになっていると思う。

